
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「豊かな感性、たくましい心と体、

自ら学ぶ意欲を持つ子どもの育成」を達成するため、

育成をめざす資質・能力を「言語能力（表現力・コミ

ニュケーション能力）、問題発見・解決能力」と定め教科横断的に取り組まれています。 

そして、めざす子ども像も、【のびる子】＝基礎・基本が定着した子ども、【やさしい子】＝

相手にわかるように表現できる子ども、【つよい子】＝自ら課題を見つけ主体的に解決しようと

する子ども として、資質・能力の３本柱を意識したものとしています。 

さらに、上記の目標を達成するために、重点的取組においては担当者を決め、学期に２回程

度、取組指標に対する取組状況と達成指標に対する達成状況を細かく分析

し、次への改善策を決めています。このような、組織的、発展的な学校経営

が子どもの変容、成長へと繋がっています。 

 

授業から学ぶ 
全 16学級を参観させて頂きました。優しい言葉と笑顔があふれる温かい環

境の中で、子ども達が学びに向かう姿が印象的でした。特に、３年１組の算

数の授業では、子ども達が赤白帽子で理解度を示していました。正に、自己

決定、共感的人間関係、自己存在感を感じさせる効果的な方策ですね。 

提出された指導案のねらいも明確でした。今後は、指導案に授業の「ふり

かえり」を書く場合は、教師が願う具体的なゴールの姿を子どもが表現するような言葉で書く

ことで、「ねらい」との連動や評価規準がより明確になると思いますので、ご検討願います。 
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